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ステップ式数学
は じ め に

本書の特色

本書の構成

数学の学習は，導入をしっかり理解し，その単元で学習する流れを全体的にとらえ
ることが大切です。そして，基本的な解法を習得したら，きちんと基本・発展にレ
ベル分けされたパターン学習で，典型的な標準問題をこなすことで，さらに理解度
を深めて確実な力を身につけましょう。最後に，力を伸ばすための応用問題にチャ
レンジし，じっくり時間をかけて，楽しみながら解いていきましょう。解けたとき
の喜びこそが数学の醍醐味です。さあ，一緒に『ステップ式数学』で，数学をみるみ
る得意にしていきましょう。

本書は，典型的な標準問題や学校の定期テスト必出の良問を精選し，それらを基本
パターンと発展パターンにはっきりレベル分けしています。そして，そのステップ
をこなしていけば，本物の数学の力が自然に，しかも効率よく身につくよう工夫さ
れています。また，各単元の分量や，学習するときの時間的配分にも考慮して構成
されており，計画的な学習を可能にしているため，自学自習にも最適です。あなた
がより効果的な学習を進められるよう，次のことを参考にしながら学習を進めて下
さい。

わかるかな？

基本・発展

ト　ラ　イ

ワザあり！

練習問題

応用問題

発展内容へ
ジャンプ！

パターン

各章のはじめにあるこのコーナーは，これから学習する新しい数学に
対して，身近な事象や今までの復習を織り交ぜ，興味が持てるよう掲
載されています。楽しく読んで下さい。

各単元の理解度を深めるため，バリエーションに富んだ良問を精選し，
豊富な問題量を収録してあります。家庭での復習や演習授業で，これ
らをノートに解いて学習すれば確実に力がつきます。

最近の高校入試において，「思考力」が必要な問題がかなり増えてきて
います。ここでは，難易度の高い「思考力」を養う良問を精選しています。
じっくり時間をかけてチャレンジしましょう。

ここでは，教科書で扱われていない発展的内容や高校数学の内容を学
習できます。中学生でも十分取り組めるよう工夫されているので，余
裕があればぜひ学習して下さい。

基本・発展パターンの後には，すぐに類題があります。これをこなせば，
それぞれのパターンをマスターできます。

学校の授業では教えてもらえない実戦的な解法です。これを身につけれ
ば，より正確に，かつ速く解くことができます。

典型的な標準問題を，くわしく分かりやすい流れで，穴うめ式で解い

ていきます。　　　　をしっかり押さえ，まずは基本的な解法の流れ

をしっかりつかんで下さい。分からない場合や答え合わせは，各ペー
ジの下の答えを利用して下さい。
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Ⅰ式の計算

（ ）

15
2

15
2

（1）分配法則とは…

（2）円の面積を工夫して求めよう。

　右上の図のような長方形 ABCD の面積を，次の 2 つ
の方法で求めてみよう。楽な求め方はどちらかな。

　次に，右の図のように，半径 6 cm の円と半径 4 cmの円によってで
きた灰色部分の面積の楽な求め方を考えてみよう。
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9
2

【方法１】まず，横の長さを求めよう。

【方法2】2つの長方形①，②に分けて求めよう。

横の長さは，3＋　＝　＋　＝

㋐

㋑

㋒

㋓

（cm）

長方形 ABCDの面積

長方形 ABCDの面積 長方形①の面積＝

＝12＋ 18 ＝

＋ 長方形②の面積

9
2
6
2
9
2

＝ 4 ×
縦

横

（cm2）

（cm2）

（cm2）

㋔

（cm2）

長方形の面積
横横

縦縦 縦×横

長方形①の面積  ＝4×3 ＝ 12

長方形②の面積  ＝4×　＝92

① ②

同じ面積！

よって

① ②

なるほど！長方形の面積は【方法１】と【方法２】のどちらでも求める
ことができる。この場合では，【方法２】の計算の方が楽だね。

式の計算の工夫

a（ b ＋ c）＝ab＋ac

これを，　　　　法則といい，

（　　）のない形に表すことを，

もとの式を展開するという。

（b＋c）
b c

a ab ac

まず，灰色部分の面積は，大きい円の面積から小さい円の面積をひけばいいことがわかる。

灰色部分の面積 大きい円の面積 小さい円の面積＝ －

＝ －

＝

＝（36－16）× 3.14

－

6 × 6 × 3.14 4 × 4 × 3.14

36    × 3.14

＝

＝

20       × 3.14

16    × 3.14

このままでは計算が大変なので，今度は分配法則の逆を使う
ことを考えてみよう。

なるほど！分配法則の逆を使うことで，計算を楽に
することができるんだね。

πとも表す

円の面積

半径×半径×3.14
（円周率）

半径

－×3.14以外を（　　）の
中にまとめてみる

これから学習する，新しい計算の考え方！

分配法則を逆に使って，（　　）の形
に表すことを，その式を因数分解する
という。

a b＋ a c

＝  a（b＋c）

答え わかるかな？ 確認！㋐ 　　㋑ 30　㋒ 18　㋓ 30　㋔ 62.8 分配

4 Ⅰ 式の計算

てんかい

いんすうぶんかい



１．多項式の計算
単項式と多項式の乗法・除法1

a（ b  ＋ c ）＝ab＋ac

（ a  ＋ b ）c ＝ac＋bc

分配法則
❶ 単項式×多項式… 分配法則を使って計算。
❷ 多項式÷単項式… 多項式 × 単項式の逆数に
　　　　　　　　　直して計算。

（a＋b）÷c＝（a＋b）×

（ ）
（ ） （ ）

（ ）

（ ）

（ ）2

2
3

3
4

1
4

3
2

2
3

2
3

1
c

a ab ac

b c

指数の計算

●

●

●

x 3   ×  x 2   ＝  x×x×x  ×  x×x  ＝x 5

x 3   　 ＝x 3 ×x 3 ＝x 6

x 6 ÷ x 2＝　   ×　  ＝x 4x 6

1 x 2

1

文字をいくつかけて
いるかを表しているよ

基本パターン 1 単項式×多項式

基本パターン 2 多項式÷単項式

（1）

（1）

（2）

（2）

3x（2x＋4y）
＝ 3x  ×2x＋  3x ×4y

＝ 　　　  ＋
㋐ ㋑

㋐ ㋑
㋒ ㋓

㋒ ㋓

分配法則を使って，
慣れたら一気に答え
を出そう

3
2

（9x－6y）× －     x
x だよ！

＝

＝ ＋

× ×－－ －
9x
1

2x
3

2x
3

6y
1

負の数をかける
分配法則では，
符号がすべて逆に！

次の計算をしなさい。1

次の計算をしなさい。2

①   5x（3x－2y）

③ 　  a（16a－12b）

②   （x－3y＋2z）×（－2x）

④   （4a－8b－12）× －　a

（8a2－6ab）÷2a （6x2－4xy）÷     x

＝（8a2－6ab）×
＝（6x2－4xy）×

＝

＝

× －

－

×
＝　     －         

＝　            －        

1
2a

8a2

2a 6x2

1
4xy

1

6ab

2a

÷　　と考えて ÷

÷ ×
÷ ×

2a

1
2a

1

2x
3

3
2x

1
2a

3
2x

3
2x

3
2x

と考えると
2
3

x

①   （3a2－9a）÷（－3a）

③   （6xy＋8x）÷   x

②   （12x2y－8xy）÷4xy

④   （3x2y－9xy2）÷－　xy

答え

基本1 ㋐ 6x 2

㋑ 12xy

㋒ －6x 2

㋓ 4xy　

基本2 ㋐ 4a

㋑ 3b

㋒ 9x

㋓ 6y　

5１．多項式の計算

Ⅰ式の計算
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（1）分配法則とは…

（2）円の面積を工夫して求めよう。

　右上の図のような長方形 ABCD の面積を，次の 2 つ
の方法で求めてみよう。楽な求め方はどちらかな。

　次に，右の図のように，半径 6 cm の円と半径 4 cmの円によってで
きた灰色部分の面積の楽な求め方を考えてみよう。
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【方法１】まず，横の長さを求めよう。

【方法2】2つの長方形①，②に分けて求めよう。

横の長さは，3＋　＝　＋　＝

㋐

㋑

㋒

㋓

（cm）

長方形 ABCDの面積

長方形 ABCDの面積 長方形①の面積＝

＝12＋ 18 ＝

＋ 長方形②の面積
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㋔

（cm2）

長方形の面積
横横

縦縦 縦×横

長方形①の面積  ＝4×3 ＝ 12

長方形②の面積  ＝4×　＝92

① ②

同じ面積！

よって

① ②

なるほど！長方形の面積は【方法１】と【方法２】のどちらでも求める
ことができる。この場合では，【方法２】の計算の方が楽だね。

式の計算の工夫

a（ b ＋ c）＝ab＋ac

これを，　　　　法則といい，

（　　）のない形に表すことを，

もとの式を展開するという。

（b＋c）
b c

a ab ac

まず，灰色部分の面積は，大きい円の面積から小さい円の面積をひけばいいことがわかる。

灰色部分の面積 大きい円の面積 小さい円の面積＝ －

＝ －

＝

＝（36－16）× 3.14

－

6 × 6 × 3.14 4 × 4 × 3.14

36    × 3.14

＝

＝

20       × 3.14

16    × 3.14

このままでは計算が大変なので，今度は分配法則の逆を使う
ことを考えてみよう。

なるほど！分配法則の逆を使うことで，計算を楽に
することができるんだね。

πとも表す

円の面積

半径×半径×3.14
（円周率）

半径

－×3.14以外を（　　）の
中にまとめてみる

これから学習する，新しい計算の考え方！

分配法則を逆に使って，（　　）の形
に表すことを，その式を因数分解する
という。

a b＋ a c

＝  a（b＋c）

答え わかるかな？ 確認！㋐ 　　㋑ 30　㋒ 18　㋓ 30　㋔ 62.8 分配

4 Ⅰ 式の計算

てんかい

いんすうぶんかい



108 Ⅴ 相似

２．相似の証明と縮図の利用
相似条件と証明 ①1

三角形の合同条件と同じように，三角形の相似条件も証明の根拠として使われる。

▼

基本パターン 1
∠A＝90°である直角三角形 ABCにおいて，頂点 Aから辺 BCにひいた垂線
をADとする。このとき，BC：BA＝BA：BDであることを証明しなさい。

A

B D C

A

B C

A

B D

相似の証明
❶

❷

❸

2つの三角形をかき直そう。

対応する角に同じマークを
つけて見やすくしよう。

証明を始める前に，まず相
似条件を考えよう。

【証明】 △ ABCと△ DBAにおいて

仮定 より，∠BAC＝∠BDA = 90°…①

また， ∠ABC＝∠

△ ABC ∽△

（共通）…②
㋐

㋑

㋒

㋓

①，②より， 2組の角がそれぞれ等しい から，

よって，対応する線分の　　　　  は等しいから，

BC：BA＝BA：

対応する順に！

重なって
いる部分

与えられている
条件のこと

相似条件！

相似な図形の
性質より 結論

1
①

②

右の図の△ ABCにおいて，頂点 B，Cから辺 AC，ABにひいた垂線をそれぞれ BD，CE
とする。このとき，△ ABD∽△ ACEであることを証明しなさい。

右の図のように，　 ABCD の辺 AD 上に点 E をとり，CE の延長と BA の延長との交点を
Fとする。このとき，△FAE∽△CDEであることを証明しなさい。

A

B

D
E

C

【証明】

【証明】

△ABDと△ACEにおいて

△ FAEと△CDEにおいて

対頂角だから，∠ FEA=∠　　　　　　　　   …①

四角形 ABCDは平行四辺形だから

FB　 DCより，∠AFE＝∠　　　　　（錯角）…②

仮定より，∠ADB＝∠　　　　　＝90° …①

また， ∠BAD＝∠　　　　　（共通）…②

①，②より，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から

①，②より，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から

△ABD∽△

△ FAE∽△

㋐

㋐

㋑

㋓

㋒

㋑

㋒

㋓

答え 基本1 ㋐ DBA　㋑ DBA　㋒ 比　㋓ BD

A

B

DE

F

C



109２．相似の証明と縮図の利用

縮図の利用3
基本パターン 3 3

　直接測ることのできない 2 地点間の距離や建物の高さなどを求
めるのに，縮図を利用する方法がある。

▼ 建物から10 mはなれた地点 Pで，建物の
先端 Aを見上げたら，水平方向に対して
50°上に見えた。目の高さを1.5 mとして，

縮尺　　の縮図をかき，建物の高さ AH

は約何mか求めなさい。

A

B

P H

C

10m

1.5m
50°

1
500

△ABCの の縮図を△A'B'C' とすると，1
500

1
500B'C'＝10000mm×　　　 ＝

㋐

㋒

㋑

㋓

mm

よって，縮図は左の図のようになる。

AC＝24mm× 500

＝12000mm＝                m

目の高さ 1.5mを加えて，AH＝                m

A'

B' C'20mm

50°

mm

BC＝10m
＝10000mm 実際の長さは

500倍！

実際に定規で測ってみよう

　川の向こう岸の地点Aと，
こちらの岸の地点 B との
距離を求めようとして，C
地点を決めて測定すると，
右の図のようになった。こ

のとき，縮尺　　　の縮図

をかいて，AB 間の距離を
求めなさい。

1
1000

A

BC
30m

50°

川

答え 基本2 ㋐ 2　㋑ AD　㋒ CAD　㋓ 2組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しい 基本3 ㋐ 20　㋑ 24　㋒ 12　㋓ 13.5

相似条件と証明 ②2
基本パターン 2
▼ 右の図において，△ABC∽△ACDであることを証明しなさい。

A

A

A

B C

C

D

B

D

C

一致している
ことを確認

【証明】△ABCと△ACDにおいて

AB：AC ＝（4＋5）：6＝9：6＝3：2

AC：AD ＝6：4＝3：
㋐

㋐

㋒

㋑

よって，   AB：AC ＝ AC： 　　　　 …①

①，②より，

△ABC∽△ACD

から

㋑

㋒

㋓
また，∠BAC＝∠　　　　 （共通） ……②

2 右の図において，△ABE ∽△CDEであることを証明しなさい。
【証明】 △ABEと△CDEにおいて

AE：CE＝8：10＝4：5

BE：DE＝12：15＝　　 　  ：

よって，　　　　：CE＝BE：DE　　　　　　　　   …①
㋓ ㋔

また，　　　　　　だから，∠AEB＝∠　　　　　　…②

△ABE∽△CDE

4

5

6

6
4

9

6

①，②より，
㋕

から，

8 10

1512

A

B

D

C

E
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1
500

7

8

1

2

3

右の図のように，池をはさんだ AB 間の距離を求めたい。AC 間，BC 間の距離と∠ACB が

分かっているとき，縮尺　　  の縮図をかいて，AB間の距離を求めなさい。

右の図のような塔がある。塔の真西の地点 Aから地面と塔の頂上との角度を

はかると40°であり，同じように塔の真東の地点Bからはかると60°であった。

また，AB間の距離は50mであった。このとき，縮尺　　　の縮図をかいて，

この塔の高さを求めなさい。

基本3

基本3

A B

A B

P C

20m

50m

15m
75°

40° 60°

池

とう

1
1000

さあ，チャレンジしてみよう！あきらめずに最後までトライ！さあ，チャレンジしてみよう！あきらめずに最後までトライ！

右の図で，△ABCと△ADEは正三角形である。ACとDEの交点を Fとするとき，
次の問いに答えなさい。

右の図のように，∠A＝90°の直角三角形の頂点 Aから辺 BCにひいた垂線を
ADとするとき，△ABD ∽△CADであることを証明しなさい。

右の図のように，AB＝9cm，AD＝15cmの長方形 ABCDがある。次に，頂点Dが，辺 BC上の点 Eと重なるように，
AFで折った。このとき，次の問いに答えなさい。

A

B
D

F

E

C

① △ABD∽△AEFであることを次のように証明した。

△ABDと△AEFにおいて

△ABD∽△AEF

をうめなさい。

【証明】

仮定より，∠ABD＝∠　　　　＝60°…①

また，　　∠BAD＝60°－∠　　　　，∠EAF＝60°－∠

よって，　∠BAD＝∠　　　　　　 …②

①，②より， から

㋐

㋑ ㋒

㋓

㋔

② AB＝18 cm，DB＝6 cmのとき，次の長さを求めなさい。

1）   CF 2）   AF
A

A

B

B

D

D

F

E

C

C

① △ABE∽△ECFであることを証明しなさい。

② DF＝5 cmのとき，CEの長さを求めなさい。

110 Ⅴ 相似

1

2

下の図のように，△ABCの辺AB上に，点Dを∠ABC
＝∠ACD となるようにとる。このとき，AB：AC＝
BC：CDであることを次のように証明した。　　　
をうめなさい。

下の図のように，△ABCの辺AB，AC上に，点 D，
Eを，DE//BCとなるようにとる。このとき，△ABC
∽△ADEであることを証明しなさい。

基本1

【証明】

△ABCと△ACDにおいて

∠BAC＝∠　　　　（共通）　　…①

△ABC∽△

よって，AB：AC＝BC：CD

①，②より， から，

仮定より，∠ABC＝∠　　　    …②

㋐

㋑

㋓

㋒

基本1

A

A

B

D

C

①

③

△ABE∽△ FCEであることを証明しなさい。

② △ABE∽△ FDAであることを証明しなさい。

BE：EC＝3：7 で，AB＝6 cm のとき，DF の長さ
を求めなさい。

たくさん解いて，解き方を工夫したり，計算に慣れよう！たくさん解いて，解き方を工夫したり，計算に慣れよう！

3 下の図のように，　 ABCDの辺BC上に点Eをとり，
AEの延長と DCの延長との交点を Fとするとき，
次の問いに答えなさい。 基本1

A

B

B

D

D

C

C

E

E

F

4 下の図のように，AB，CD が点 E で交わっている。
AE＝8 cm，BE＝4 cm，CE＝14 cm，DE＝7 cm
のとき，△ AEC ∽△ BED であることを次のよう
に証明した。　　　  をうめなさい。 基本2

A

B

D

C
14 cm

4 cm

7 cm8 cm

E

【証明】

△AECと△BEDにおいて

△AEC∽△BED

AE：BE＝ 8：4＝ 2 ：

よって，AE：BE＝EC：　　　　　　　　…①

また，対頂角だから，∠AEC＝∠ 　　　　…②

①，②より， から，

EC：ED＝14：7＝　　　    ：

㋐

㋑ ㋒

㋓

㋔

㋕

5 下の図のように，AB＝30，AC＝36の△ABCの辺
AB，AC上にそれぞれ AD＝24，AE＝20となる点
D，Eをとった。このとき，次の問いに答えなさい。

基本2
A

A

B

B

D

D

C

C

2430 20
36

E① △ABC∽△AED であ
ることを証明しなさい。

② BC＝33のとき，DEの長
さを求めなさい。

6 下の図のように，AB＝12cm，AC＝18cmの△ABC
の辺 BC 上に，BD＝9cm，CD＝7cm となる点 D
をとった。このとき，次の問いに答えなさい。

基本2

① △ABD∽△CBA であ
ることを証明しなさい。

② ADの長さを求めなさ
い。

18cm12cm

9cm 7cm
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のとき，△ AEC ∽△ BED であることを次のよう
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よって，AE：BE＝EC：　　　　　　　　…①
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5 下の図のように，AB＝30，AC＝36の△ABCの辺
AB，AC上にそれぞれ AD＝24，AE＝20となる点
D，Eをとった。このとき，次の問いに答えなさい。
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E① △ABC∽△AED であ
ることを証明しなさい。

② BC＝33のとき，DEの長
さを求めなさい。

6 下の図のように，AB＝12cm，AC＝18cmの△ABC
の辺 BC 上に，BD＝9cm，CD＝7cm となる点 D
をとった。このとき，次の問いに答えなさい。
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中点連結定理の利用3
基本パターン 3 中点連結定理の利用 ①

発展パターン 1 中点連結定理の利用 ②

発展パターン 2 中点連結定理の利用 ③

▼ 下の図は AD　BCの台形で，辺 ABの中点Mから，
辺BCに平行な直線をひき，辺DCとの交点を Nと
するとき，x，yの値を求めなさい。

▼ 下の図で，AD＝DB＝BF，AE＝EC，DE＝12 cm

であるとき，次の問いに答えなさい。

中点連結定理より
● △ABC において

● △ACD において
PN＝4

x＝
㋐

㋑
よって，y＝MP＋PN＝

A

B

D

M N
x

y

P

C

8

12

12 cm

A

B

M
x

P

C

A

B

P

D

Q

C

12

10 cm

6 cm

A D

NP

C

8

2

3

4

下の図はAD　BCの台形で，辺 AB の中点
P から，辺 BC に平行な直線をひき，辺 DC
との交点をQとするとき，PQの長さを求め
なさい。

1）BC の長さは？

2）BG の長さは？

BC＝　　　　 cm

BG＝　　　　 cm

△ABC において
中点連結定理より

△DEF において，中点連結定理より

㋐

㋑

A

B

D E

F

C

12 cm

A

B

D E

C

G
12 cm

B

D E

F

G

AD＝DB＝BF，AE＝EC
であるとき，次の長さを求め
なさい。

8 cm
A BD

E

F

C

G

①   BG ②   CG

▼ 四角形 ABCD の各辺の中点をそれぞ
れ E，F，G，H とするとき，四角形
EFGH は平行四辺形になることを証
明しなさい。

A

B

D

E

H

F C
A

B

DL

N

M

C

G

【証明】 対角線 BD をひくと

定理より

● △ ABD において

● △ BCD において

EH　BD，EH＝

FG　　　　　 ，FG＝　 BD … ②

1
2

1
2

… ①

①，②より，EH　FG，EH＝

㋐

㋑

㋒

㋓

よって， 1組の対辺が平行でその長さが等しい

から，四角形 EFGH は平行四辺形である。

E，Hはそれぞれ
AB，ADの中点だから

A

B

D

E

H

F C

G

平行四辺形にな
るための条件

　1 組の対辺が平行で
その長さが等しい！

AB＝CD である四角形 ABCD がある。線分
AD，BD，BC の中点をそれぞれ L，M，N
とするとき，次の問
いに答えなさい。

①

②

△ LMNはどんな三角形か。

∠ABD＝45°，∠BDC＝85°のとき，
∠LMNの大きさを求めなさい。

答え 基本3 ㋐ 6　㋑ 10 発展1 ㋐ 24　㋑ 6 発展2 ㋐ 中点連結　㋑ BD　㋒ BD　㋓ FG

112 Ⅴ 相似

３．平行線と線分の比①
三角形と比1

中点連結定理2

三角形と比の定理

△ ABCにおいて

❶

❷

PQ　BCならば

PQ　BCだから

1）

1）

2）
2）

AP：AB＝AQ：AC＝PQ：BC AP：AB＝AQ：AC＝2：

AP：PB＝AQ：QC＝2：

PB ＝AB－AP，QC＝AC－AQだから

PQ　BCより

AP：AB＝AQ：AC ならば   PQ　BC

AP：PB ＝AQ：QC

（AP：PB ＝AQ：QC）

A

B

QP

C

A

B

QP

C

A

B

QP

C

A

B

QP

C

69

基本学習 三角形と比の定理❶の証明

基本学習 中点連結定理❶の証明

▼　右上の図で，PQ　 BCのとき

∠ APQ＝∠ ABC，∠ AQP＝∠

△ APQ ∽ △ ABCより
2組の角がそれぞれ等しいから

同位角

AP：AB＝6：9より

㋐

㋑

㋒

2

2 2

11

23
3

基本パターン 1

基本パターン 2

▼  PQ    BCのとき，x，yの値を求めなさい。

● 4：6＝2：x

● 4：10＝y：15

x＝　　   ＝6×2
4

y＝　　      ＝4×15
10

㋐

㋑

AP：PB＝AQ：QCより

AB＝AP＋PB

AP：AB＝PQ：BCより

＝4＋6より

A

B

Q

x
y

P

C

6

4 2

15
1 PQ　BCのとき，x，yの値を求めなさい。

① ②

A

A

B B

Q

Q

x x

y

y

P

P

C C

8 45

6
10

6

12

15

中点連結定理
❶

❷

△ ABCの 2辺 AB，ACの中点

△ ABCにおいて，

MN　BC，MN＝　BC

AN＝NC，MN＝　 BC

AM＝MB，MN　BCならば

AM：MB＝AN：NC＝1：1だから

AM：AB＝MN：BC＝1：2だから

をそれぞれM，Nとすると，
1
2

1
2

1
2

A

B

M N

C
A

B

M N

C

▼ 点M，Nがそれぞれ辺 AB，AC
の中点であるとき

▼ 右の図の△ABCで，D，E，Fは，
それぞれ辺 BC，CA，AB の中点
である。このとき，x，yの値を
求めなさい。

MN

MN＝

x＝ y＝

㋐

㋐ ㋑

㋑

また，MN　BCより

三角形と比の定理
❷より

三角形と比の定理
❶より

A

B

M N

C

11

11

1
1

2

2

A

B

M N

C

A

B D

F E
x cm

y cm

C14 cm

6 cm

A

B

F E
x cm

C14 cm

● ●

A

B D

F y cm

C

6 cm
中点連結定理
を使おう

答え 基本学習 ㋐ ACB　 ㋑ 3　 ㋒ 1 基本学習 ㋐ BC　 ㋑    BC基本1 ㋐ 3　 ㋑ 6 基本2 ㋐ 7　 ㋑ 12

A

B

Q P

C

2

3

2

3

2

2

3

3

1）は，2点 P，Qが辺 BA，CAの延長上に
ある場合にも成り立つ。
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BG＝　　　　 cm

△ABC において
中点連結定理より

△DEF において，中点連結定理より

㋐

㋑

A

B

D E

F

C

12 cm

A

B

D E

C

G
12 cm

B

D E

F

G

AD＝DB＝BF，AE＝EC
であるとき，次の長さを求め
なさい。

8 cm
A BD

E

F

C

G

①   BG ②   CG

▼ 四角形 ABCD の各辺の中点をそれぞ
れ E，F，G，H とするとき，四角形
EFGH は平行四辺形になることを証
明しなさい。

A

B

D

E

H

F C
A

B

DL

N

M

C

G

【証明】 対角線 BD をひくと

定理より

● △ ABD において

● △ BCD において

EH　BD，EH＝

FG　　　　　 ，FG＝　 BD … ②

1
2

1
2

… ①

①，②より，EH　FG，EH＝

㋐

㋑

㋒

㋓

よって， 1組の対辺が平行でその長さが等しい

から，四角形 EFGH は平行四辺形である。

E，Hはそれぞれ
AB，ADの中点だから

A

B

D

E

H

F C

G

平行四辺形にな
るための条件

　1 組の対辺が平行で
その長さが等しい！

AB＝CD である四角形 ABCD がある。線分
AD，BD，BC の中点をそれぞれ L，M，N
とするとき，次の問
いに答えなさい。

①

②

△ LMNはどんな三角形か。

∠ABD＝45°，∠BDC＝85°のとき，
∠LMNの大きさを求めなさい。

答え 基本3 ㋐ 6　㋑ 10 発展1 ㋐ 24　㋑ 6 発展2 ㋐ 中点連結　㋑ BD　㋒ BD　㋓ FG

112 Ⅴ 相似

３．平行線と線分の比①
三角形と比1

中点連結定理2

三角形と比の定理

△ ABCにおいて

❶

❷

PQ　BCならば

PQ　BCだから

1）

1）

2）
2）

AP：AB＝AQ：AC＝PQ：BC AP：AB＝AQ：AC＝2：

AP：PB＝AQ：QC＝2：

PB ＝AB－AP，QC＝AC－AQだから

PQ　BCより

AP：AB＝AQ：AC ならば   PQ　BC

AP：PB ＝AQ：QC

（AP：PB ＝AQ：QC）

A

B

QP

C

A

B

QP

C

A

B

QP

C

A

B

QP

C

69

基本学習 三角形と比の定理 ❶の証明

基本学習 中点連結定理❶の証明

▼　右上の図で，PQ　 BCのとき

∠ APQ＝∠ ABC，∠ AQP＝∠

△ APQ ∽ △ ABCより
2組の角がそれぞれ等しいから

同位角

AP：AB＝6：9より

㋐

㋑

㋒

2

2 2

11

23
3

基本パターン 1

基本パターン 2

▼  PQ    BCのとき，x，yの値を求めなさい。

● 4：6＝2：x

● 4：10＝y：15

x＝　　   ＝6×2
4

y＝　　      ＝4×15
10

㋐

㋑

AP：PB＝AQ：QCより

AB＝AP＋PB

AP：AB＝PQ：BCより

＝4＋6より

A

B

Q

x
y

P

C

6

4 2

15
1 PQ　BCのとき，x，yの値を求めなさい。

① ②

A

A

B B

Q

Q

x x

y

y

P

P

C C

8 45

6
10

6

12

15

中点連結定理
❶

❷

△ ABCの 2辺 AB，ACの中点

△ ABCにおいて，

MN　BC，MN＝　BC

AN＝NC，MN＝　 BC

AM＝MB，MN　BCならば

AM：MB＝AN：NC＝1：1だから

AM：AB＝MN：BC＝1：2だから

をそれぞれM，Nとすると，
1
2

1
2

1
2

A

B

M N

C
A

B

M N

C

▼ 点M，Nがそれぞれ辺 AB，AC
の中点であるとき

▼ 右の図の△ABCで，D，E，Fは，
それぞれ辺 BC，CA，AB の中点
である。このとき，x，yの値を
求めなさい。

MN

MN＝

x＝ y＝

㋐

㋐ ㋑

㋑

また，MN　BCより

三角形と比の定理
❷より

三角形と比の定理
❶より

A

B

M N

C

11

11

1
1

2

2

A

B

M N

C

A

B D

F E
x cm

y cm

C14 cm

6 cm

A

B

F E
x cm

C14 cm

● ●

A

B D

F y cm

C

6 cm
中点連結定理
を使おう

答え 基本学習 ㋐ ACB　 ㋑ 3　 ㋒ 1 基本学習 ㋐ BC　 ㋑    BC基本1 ㋐ 3　 ㋑ 6 基本2 ㋐ 7　 ㋑ 12

A

B

Q P

C

2

3

2

3

2

2

3

3

1）は，2点 P，Qが辺 BA，CAの延長上に
ある場合にも成り立つ。



次の図は AD　BCの台形で，辺 ABの中点Mから，辺 BCに平行な線をひき，辺DCとの交点をNとするとき，

xの値を求めなさい。
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たくさん解いて，解き方を工夫したり，計算に慣れよう！たくさん解いて，解き方を工夫したり，計算に慣れよう！

1

4

5

次の図で，PQ　BCのとき，x，yの値を求めなさい。

右の図で，AD＝DB＝BF，AE＝EC，BG＝4のとき，
x，yの値を求めなさい。

右の図で，AD＝DB，AE＝EC＝CF，DE＝6のとき，次の問いに答えなさい。

基本1

①
A

B

Q
x

y
P

C

10
8

5

6

②

A

B

Q

x

y
P

C
25

20

10

6
③

A B

Q

x

y

P

C

8

42

3.2

④
A

B

Q

x

y

P

C

10

12

85

⑤
A

B

Q

x

y

P

C
12

18 4

5
⑥

A

A

B

B

Q

x

yP

C

C
D

EF

20

15

7

9

A B F

E

D

x

y

G
4

A

B

F

ED

C

C

G

6
①   BGの長さを求めなさい。

②   BG：GCを求めなさい。

①   EFの長さを求めなさい。

②   △DEFの周の長さを求めなさい。

3
基本3

A

B

D

M N
x

C
12

6
A

B

D

M N

x

C

2

8

A

B

D

M N

x

C
18

14

① ② ③

2 右の図の△ABCで，D，E，Fはそれぞれ辺 BC，CA，ABの中点であるとき，次の問いに答えなさい。 基本2

発展1

発展1

9

12

6



115３．平行線と線分の比 ①

7

8

1

2

3

右の図のように，四角形ABCDの各辺の中点をそれぞれE，F，G，Hとするとき，
次の問いに答えなさい。

右の図は AD　BCの台形で，M，Nは辺 AB，DCの中点であ

るとき，MN　BC，MN＝　  （AD＋BC）であることを証明し

なさい。ただし，DMの延長と CBの延長との交点を Pとする。

右の図の△ABCにおいて，辺 ABの中点をD，辺 BCを 3等分する点を E，Fとし，
AF＝10 cmのとき，AGの長さを求めなさい。

右の図の△ABCにおいて，BD＝DC，AF＝9 cm，FD＝FE＝6 cmのとき，BFの
長さを求めなさい。

発展2

①   四角形 EFGH は平行四辺形であることを証明しなさい。

②   四角形 ABCD が長方形であるとき，四角形 EFGH はど
んな四角形になるか。

③   四角形 ABCD の対角線 AC，BD が AC⊥BD であるとき，
四角形 EFGH はどんな四角形になるか。

A

B
F

H

E

D

C

G

ステップ 3

A

B

D

C

M

P

N

さあ，チャレンジしてみよう！あきらめずに最後までトライ！さあ，チャレンジしてみよう！あきらめずに最後までトライ！

次の図で，PQ　RS　BCのとき，x，y，zの値を求めなさい。
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B

Q

x

z y

P

R
S

C

9 6

6
4

21

① ② ③B

C Q

x

z

y P

R

S A

8
6

3

4

15

A

B

Q

x

z

y
P

R S

C

3 4

4
6

8

A

B
FE

D

C

G

10 cm

A

B

F

E

D
C

9 cm

6 cm

6 cm

1
2

6
A

B

P

RS

Q

D

C

発展2

右の図の四角形 ABCDにおいて，辺 AD，BCの中点をそれぞれ P，Qとし，
対角線 AC，BDの中点をそれぞれR，Sとするとき，四角形 PSQRは平行四
辺形であることを次のように証明した。　　　   をうめなさい。

【証明】 中点連結定理より
△ ABD において，PS　AB，PS＝

△ ABC において，　　　　   AB，　　　  ＝    AB … ②

… ①
1
2

①，②より，PS　　　　　 ，PS＝

よって，

四角形 PSQR は平行四辺形である。

から

㋐

㋑ ㋒

㋓

㋕

㋔
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